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佐
高
教
組
第

727

回
中
央
委
員

会
を
４
月

20

日
（
土
）
に
開
催

し
ま
し
た
。 

３
月
の
取
り
組
み
と
し
て
、
若

手
教
職
員
と
の
対
話
活
動
「
働
き

方
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は

51

名
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
「
先
輩
の

業
務
量
が
と
て
も
多
く
て
、
こ
れ

か
ら
や
っ
て
い
け
る
か
心
配
」

「
出
張
や
家
庭
訪
問
に
自
家
用
車

を
使
う
の
に
、
駐
車
料
金
を
取
ら

れ
る
こ
と
に
納
得
が
い
か
な
い
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

年
度
始
め
の
「
教
職
員
不
足
調

査
」
で
は
４
月

11

日
段
階
で
９

校
か
ら
欠
員
報
告
が
あ
っ
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。 

今
年
度
の
活
動
方
針
で
は
、
教

職
員
の
賃
金
改
善
、
長
時
間
過
密

労
働
の
是
正
を
中
心
課
題
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。 

県
立
学
校
駐
車
場
署
名
の
取
り

組
み
を
提
起
し
、
全
て
の
教
職
員

に
働
き
か
け
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。 

分
会
会
議
を
通
し
て
話
し
合
う

場
を
つ
く
る
こ
と
を
呼
び
か
け
、

組
合
加
入
の
呼
び
か
け
で
は
「
働

き
方
・
組
合
・
共
済
『
話
し
あ
お

う
よ
』
２
０
２
４
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
活
用
し
た
対
話
活
動
を
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

佐
高
教
組
第
131
回
定
期
大
会 

６
月
22
日
（
土
）
13
時
よ
り 

教
育
会
館
２
階 

大
会
議
室
に
て 

組
合
員
が
直
接
話
し
合
う
場
を

つ
く
る
た
め
、
地
区
協
議
会
の
活

動
を
確
認
し
ま
し
た
。
各
地
区
で

６
月
に
開
催
し
ま
す
。 

会
議
終
了
後
、
定
通
部
、
障
教

部
に
関
し
て
今
後
の
会
議
日
程
な

ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

『雑誌「クレスコ」を使って若手教職員

と対話をすすめましょう！４月号は私も

寄稿しています』と訴える田口執行委員 

地区協議会の日程を調整しています 

教
職
員
の
賃
金
改
善
、 

長
時
間
過
密
労
働
の
是
正
の
た
め
に 

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
も
う
！ 
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教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働

と
「
教
育
に
穴
が
あ
く
」
（
教

職
員
未
配
置
）
の
深
刻
な
事
態

が
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
学
校
が

も
た
な
い
」
危
機
的
な
状
況
に

追
い
込
ん
で
い
ま
す
。 

４
月

19

日
、
中
教
審
「
質

の
高
い
教
師
の
確
保
特
別
部

会
」
で
審
議
の
ま
と
め
（
素

案
）
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

内
容
の
大
筋
を
変
え
る
こ
と
な

く
中
教
審
は
審
議
を
了
承
し
、

５
月

13

日
に
盛
山
正
仁
文
科

相
に
提
言
を
提
出
し
ま
し
た
。 

提
言
は
教
師
を
取
り
巻
く

環
境
は
危
機
的
な
状
況
で
あ

る
と
し
な
が
ら
、
学
校
や
教

師
の
負
担
が
増
大
し
て
き
た

要
因
を
解
明
す
る
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

学
校
が
抱
え
る
困
難
の
要

因
と
し
て
、 

①

10

数
年
間
に
わ
た
っ
て
定

数
改
善
計
画
を
つ
く
ら
な
か

っ
た
こ
と 

②
正
規
採
用
を
抑
え
、
臨

時
・
非
常
勤
教
職
員
を
増
や

し
て
き
た
こ
と 

③
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
悉
皆
実
施
な
ど
競
争
主

義
的
な
教
育
政
策 

④
教
員
に
無
定
量
な
労
働
を

強
い
る
給
特
法
の
あ
り
方 

を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

特
別
部
会
で
は
、
持
ち
授

業
時
数
を
少
な
く
す
る
こ
と

や
、
基
礎
定
数
を
定
め
て
い

る
標
準
法
の
改
善
も
議
論
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
審
議

の
ま
と
め
は
、
持
ち
授
業
時

数
の
上
限
を
設
け
る
こ
と
に

背
を
向
け
、
「
増
加
し
た
教
員

定
数
が
持
ち
授
業
時
数
の
減

少
の
た
め
に
用
い
ら
れ
な
い

可
能
性
が
あ
る
」
と
し
て
標

準
法
の
改
善
に
よ
る
基
礎
定

数
増
を
否
定
し
て
い
ま
す
。 

提
言
は
「
処
遇
の
改
善
」

に
つ
い
て
、
学
校
内
外
と
の

連
携
・
調
整
機
能
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
『
新
た
な
職
』

の
設
置
、
学
級
担
任
の
手
当

額
の
増
額
、
メ
リ
ハ
リ
あ
る

賃
金
体
系
、
職
場
の
階
層
化

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
教
職

員
の
負
担
軽
減
に
な
ら
ず
、

現
状
の
負
担
を
容
認
す
る
ど

こ
ろ
か
、
さ
ら
に
負
担
が
増

え
ま
す
。
職
場
の
階
層
化
は

教
職
員
の
共
同
の
破
壊
に
つ

こ
れ
で
は
長
時
間
過
密
労
働
は
解
消
で
き
な
い
！ 

中
教
審
特
別
部
会 

「
提
言
」 

で
は
残
業
代
が
出
な
い 

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
学
級
担
任
の
原

資
を
現
在
一
律
に
支
給
さ
れ

て
い
る
義
務
教
育
等
教
員
特

別
手
当
の
支
給
方
法
の
見
直

し
に
求
め
て
い
る
こ
と
も
重

大
な
問
題
で
す
。 

長
時
間
過
密
労
働
の
解
消

の
ひ
と
つ
は
、
給
特
法
を
改

正
し
、
法
的
に
長
時
間
労
働

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
で

す
。
使
用
者
に
と
っ
て
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
で
あ
る
時
間
外
勤

務
手
当
を
支
給
さ
せ
る
仕
組

み
を
整
え
る
こ
と
で
、
長
時

間
労
働
縮
減
の
総
合
的
・
具

体
的
な
施
策
と
し
て
の
、
教

職
員
増
、
持
ち
授
業
数
の
上

限
設
定
、
少
人
数
学
級
推

進
、
教
育
予
算
増
な
ど
を
す

す
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
提
言
は
時
間
外

手
当
支
給
の
し
く
み
を
設
け

る
こ
と
を
否
定
し
、
教
職
調

整
額
の
率
を

10

％
以
上
と
す

る
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
調
整
額
の
増
額
は
現
在

の
長
時
間
労
働
を
容
認
し
さ

ら
に
深
刻
な
も
の
に
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
動
き
を
職
場
で

知
ら
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
全
職
員
チ
ラ
シ
配
布

行
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
議
会
や
市
民
に
向
け
て

ア
ピ
ー
ル
活
動
に
も
旺
盛
に

取
り
組
み
ま
す
。
組
合
員
の

参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

  

長時間労働の解消 

教職員定数の抜本改善 

全国一斉アクション 

街頭アピール行動 
 

日時 ６月１日（土） 

   18:30～19:00 

場所 佐賀駅南側広場 

行動 チラシ配布宣伝 
 
『佐高教組』ののぼり旗を目印に

集合してください。 

 
「非正規ではたらくなかまの全国

交流集会 in佐賀」の集会パレード

が終了してからおこないます。 

全
教
は
５
月
13
日
、
東
京
・
有
楽
町

で
宣
伝
行
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た 
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活動報告 佐賀県弁護士会 主催 学習講演会 
 

「反撃能力」がもたらす日本の将来 

～平和憲法下の「軍備」拡大を考える～ 
 

政府は、新たな国家安全保障戦略、国家防衛戦

略及び防衛力整備計画を閣議決定し、相手国の領

域内にあるミサイル発射手段等を攻撃する「反撃

能力」を保有することを決めました。 

そのような中で、オスプレイが佐賀空港に配備

される準備がすすめられています。私たちの生活

と日本の将来はどのように変わっていくのでしょ

うか。 

防衛問題に詳しい半田滋さん（防衛ジャーナリ

スト）を講師にお迎えし講演会を開催します。 

 

日時 ６月８日（土）15：30～18：00 

場所 佐賀県弁護士会館 

  （佐賀市中の小路 7-19） 

 
※弁護士会館の駐車場は使えませんので、公共交通

手段をご利用ください。有料駐車場を使用した時は

後日高教組へ提出してください。 

活動予定 
 
●定通部委員会 

５月 18 日（土）10:00～ 高教組会議室 
 

●現業部常任委員会 
５月 18 日（土）13:30～ 高教組会議室 
 

●非正規ではたらくなかまの 
全国交流集会 in 佐賀 

６月１日（土）～２日（日） 
詳細はこちらから→ 

 
●春闘要求県教委交渉 
６月５日（水）14:00～16:00 
場所：佐賀県市町会館 

駐車料金撤廃署名を提出します 
 
●地区協議会 

三神・唐松・伊西地区 
６月７日（金）19:00～ 

杵藤地区（白石・武雄・佐農） 

６月８日（土）12:00～ 
佐城地区 

６月 28 日（金）19:00～ 

杵藤地区（鹿島、嬉野、うれしの特別、太良） 

６月 29 日（土）12:00～ 
 

 

 

5 月 1 日、佐賀中央メーデーで教職員の未配置問題を

訴える馬場崎副委員長。正規職員１人の予算で複数の

非正規職員を配置してきたことが今の教員不足問題を

引き起こしたと指摘しました。県内４か所の集会に高

教組組合員が参加しました。 

5 月 3 日、憲法集会で講演をおこなう沖縄大学の高良

沙哉さん。沖縄で強行されている軍備化の動きを学び

ました。 

県立学校駐車場代の徴収撤廃を 

求める要請署名について 
 

佐高教組の中央委員会にて表記の要請署名に

取り組むことを決定しました。教職員の意思と

して県教委に強く求めていきます。 

 

署名用紙は、中央委員会で資料用として配布

したものではなく、佐高教組発第 6 号（4 月 30

日付）で分会へ送付した用紙を使用してくださ

い。署名用紙の扱いに混乱を招いたことをお詫

びいたします。 

 

組合員だけでなく、多くの人に協力を呼びか

けて下さい。家族の氏名などは書かず、本人の

名前だけを書くこととします。 

 

締め切りを５月３１日（金）としますので、

分会での取りまとめにご協力をお願いします。 

６月５日（水）におこなう県教委交渉にて提出

します。交渉の参加もぜひお願いします。 
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職場で共済の説明が必要でしたら対応します。 

ご不明な点はお問い合わせください 

共済直通（0952） 30-0885 【担当：古川】 

今回の特集では「令和５年における交通事故の発生状況」について考えたいと

思います。 
警察庁公表の全体交通事故件数はここ数年の減少傾向から増加傾向に転じたと発表され

ています！！今月は交通事故件数の増加要因と最近深刻化している自転車運転者の法令

違反状況について考え、日頃の運転時に気を付けるべき点をまとめます。（本キャラクター

は損保ジャパンの公式マスコットです。） 

この機会に自動車保険の見直しを是非ともご検討ください。 

自動車共済にご加入なら生涯団体割引あります。自動車保険のことなら下記代理店にご問い合わせを！ 

「令和５年の交通事故発生状況の特徴と対策について」 

佐高教自動車共済 
 

[鳥栖・佐城地区]ライフネクスト  

(0952-28-7131) 

・担当：井上・池田・ 

立石・橋間 

 

[唐津･伊万里地区]ライフマスター 

(0955-77-4731) 

・担当：松岡・大塚・ 

早田 

* 下記ライフネクスト HPの「5月交通安全 NEWS」にて「交通

事故の発生状況とその特徴」と「自転車運転者の法令違反状

況」の詳細を記載させて頂いております。 

生命共済「人間ドック補助」の申請 

お忘れではありませんか!? 

満 60歳の 4月 1日以降に人間ドックを受けて 

自己負担があった場合は対象となります。 

全教共済ニュースをご覧ください 
佐高教新聞 1710 号に折り込んでいる全教共

済ニュース「特集 iDeCo と NISA と年金共済 

住宅購入、子どもの学費、退職後の生活資金

… 計画的に備えるには？」。わかりやすい

解説です。ぜひご覧ください。 

更新案内は５月下旬の予定です！ 
全教共済（生命・医療・傷害・火災）は掛

金の口数を変更することができます。生活

のスタイルに合わせて見直す時期ですね。

案内資料を５月下旬に送付する予定です。 

̶ 高校生が被爆体験を絵に描く ̶ 

基町高校の生徒と被爆体験証言者との 

共同制作による「原爆の絵」 

  

広島平和記念資料館では、広島市立基町高等学校普通

科創造表現コースの協力を得て、2007 年度（平成 19 年

度）から、被爆体験証言者と同校生徒が共同し、証言者

の記憶に残る被爆時の光景を高校生が絵に描き、当時の

状況を伝える「原爆の絵」の制作に取り組んでいます。 

被爆者が高齢化するなか、被爆の実相を絵画として後

世に残すこと、そして、絵の制作を通して、高校生が被

爆者の思いを受け継ぎ、平和の尊さについて考えること

を目的として行っています。被爆体験の継承のひとつと

して、多くの方に見て欲しい作品です。 

 これまで作成された作品は広島平和記念資料館のホー

ムページから見ることができます。作品は広島平和記念

資料館に申請して使用ができます。佐賀県庁をはじめ県

内各地で被爆体験の継承として活用されています。生徒

会活動や生徒が主体となる活動を通じて、文化祭などさ

まざまな場面で展示ができることを期待します。 


